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平成28年度施政方針
教育・歴史文化の輝く健康長寿村を目指して
平成28年第3回大宜味村議会定例会が3月10日に開会

し、初日に宮城功光村長が施政方針演説を行いました。

以下、施政方針の全文を掲載します。

　
平
成
28
年
大
宜
味
村
議
会
第
3

回
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
村

政
運
営
に
関
す
る
私
の
所
信
並
び

に
平
成
28
年
度
予
算
の
概
要
及
び

主
要
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し

上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
私
が
、
村
民
の
皆
様
か
ら
負
託

を
受
け
、
大
宜
味
村
長
と
し
て
村

政
の
舵
を
取
り
、
1
年
6
ヶ
月
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
人
材
育
成
、
子
育
て
支
援
、

教
育
・
福
祉
等
主
要
政
策
の
実
現

を
就
任
当
初
か
ら
変
わ
ら
ぬ
姿
勢

に
お
い
て
、
村
民
目
線
を
第
1
に

考
え
村
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
喫
緊
の
課

題
解
決
や
公
約
実
現
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
戦
後
70
年
を
迎
え
、

沖
縄
戦
を
始
め
先
の
大
戦
で
犠
牲

と
な
っ
た
人
々
の
御
霊
を
慰
め
る

と
と
も
に
、
戦
争
の
な
い
平
和
な

世
界
の
大
切
さ
を
村
民
と
と
も
に

再
認
識
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
「
地
方
創
生
元
年
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
昨
年
は
各
自
治
体

に
お
い
て
将
来
的
な
人
口
減
少
と

地
域
経
済
縮
小
の
克
服
を
目
的
と

し
て
、
新
た
な
総
合
戦
略
の
策
定

に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

併
せ
て
本
村
に
お
け
る
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る

た
め
「
大
宜
味
村
第
5
次
総
合
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
大
宜
味
村
第
4
次
総
合
計
画
で

は
、
村
の
将
来
像
を
「
健
康
長
寿

の
い
き
い
き
輝
く
文
化
の
村
」
と

し
て
お
り
、
10
年
経
過
し
た
今
日
、

わ
が
国
の
抱
え
る
人
口
急
減
・
高

齢
化
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律
的

で
持
続
的
な
社
会
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
形
成
、
子
や
孫
の
世
代

ま
で
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

皆
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
村
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
長
寿
の
里
」
に
つ
い
て

は
、
内
外
に
広
く
知
ら
れ
て
お
り

本
村
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦

後
世
代
を
中
心
に
生
活
習
慣
の
急

変
が
進
み
、
将
来
の
長
寿
を
支
え

る
中
高
年
世
代
の
健
康
状
態
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
状
況
の
な
か
、
本

村
の
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
や

過
疎
化
は
自
治
体
の
存
立
に
関
わ

る
重
大
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
地

方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
、
対
策
と

し
て
、
村
外
か
ら
の
出
産
・
子
育

て
の
若
者
世
代
の
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
教
育
を
受

け
健
や
か
に
成
長
し
、
本
村
の
歴

史
や
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た
文

化
に
深
い
愛
着
を
も
つ
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
、
今
日
の
本
村
の

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
第
4
次

総
合
計
画
の
基
本
理
念
を
踏
襲
し

つ
つ
、
将
来
像
を
「
教
育
・
歴
史

文
化
の
輝
く
健
康
長
寿
村
」
と
位

置
づ
け
る
第
5
次
総
合
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
一
日
も
早
い
行
政
運
営
の
施

策
の
指
針
と
な
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
28
年
度
の
基

本
的
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
本
村
の
財
政
を
見
通
す
と
、
歳

入
の
根
幹
で
あ
る
村
民
税
等
収
入

に
大
き
な
増
減
は
、
み
ら
れ
な
い

も
の
の
、
ダ
ム
交
付
金
と
言
わ
れ

る
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付

金
の
減
価
償
却
に
伴
う
減
収
、
及

び
今
年
度
10
月
1
日
基
準
で
行
わ

れ
た
国
勢
調
査
の
村
人
口
の
現
状

に
お
い
て
、
平
成
22
年
国
勢
調
査

数
値
よ
り
も
、
約
1
6
0
人
も
の

減
少
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
、
普
通
交
付
税
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、「
大
宜
味
村
第
5

次
総
合
計
画
」
を
基
本
と
し
、
国

策
に
よ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
　
総
合
戦
略
」
を
活
用
し
、

平
成
32
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た

「
過
疎
自
立
促
進
計
画
」
な
ど
当

初
予
算
と
連
動
さ
せ
た
「
村
の
将

は
じ
め
に

予
算
概
要
に
つ
い
て

1
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来
像
」
の
実
現
に
向
け
、
予
算
編

成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
予
算
を
編
成

し
た
結
果
、
平
成
28
年
度
の
予

算
規
模
は
、
一
般
会
計
予
算
が

総
額
約
32
億
9
千
1
百
万
円
と

な
り
、
学
校
建
設
事
業
の
完
了

に
よ
り
、
前
年
度
予
算
額
と
比

較
し
ま
す
と
16
億
5
千
万
円
、

33
・
4
%
の
減
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
総
額
は

約
8
億
8
千
7
百
万
円
、
2
・
3

%

減
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内

訳
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
総
額
は
約
6
億
8

千
5
百
万
円
で
対
前
年
度
比
3
・

9
%

減
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
総
額
は
約
1
億
4
千
4

百
万
円
で
対
前
年
度
比
5
・
5
%

増
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
総
額
は
約
2
千
3
百
万
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

総
額
は
約
3
千
5
百
万
円
で
前
年

度
並
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
1
）
職
員
の
資
質
の
向
上

　

厳
し
い
財
政
状
況
と
複
雑
多
様

化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す

る
た
め
、
職
員
の
資
質
の
向
上
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
全
国
市
町
村

ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
実
務
研
修
や
自

治
研
修
所
で
の
研
修
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年

度
か
ら
実
施
す
る
人
事
評
価
制
度

の
実
施
後
の
職
場
内
研
修
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
行
政
改
革
の
推
進

　

地
方
分
権
の
新
た
な
時
代
に
応

え
る
た
め
策
定
さ
れ
た
、「
第
四

次
大
宜
味
村
行
政
改
革
大
綱
」、

「
第
4
次
大
宜
味
村
行
政
改
革
実

施
計
画
書
」
を
検
証
し
つ
つ
、「
第

5
次
大
宜
味
村
行
政
改
革
大
綱
」、

「
第
5
次
大
宜
味
村
行
政
改
革
実

施
計
画
書
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
財
政
運
営

　

税
収
な
ど
の
自
主
財
源
に
乏
し

く
、
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交
付

税
や
国
・
県
支
出
金
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
厳
し
い
財
政
運
営
が
見

込
ま
れ
る
中
、
新
た
な
歳
入
の
創

出
及
び
村
内
特
産
品
の
P
R
の
観

点
か
ら
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
「
む
ら
づ
く
り
応
援
寄
付
」

は
、
全
国
か
ら
2
,
7
6
5
件 

5

千
4
百
万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま

し
た
。
今
後
も
魅
力
あ
る
返
礼
品

づ
く
り
と
大
宜
味
村
応
援
団
の
輪

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
急
激
な
高
齢
化
に

よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
や
老
朽

化
す
る
公
共
施
設
の
維
持
・
更
新

経
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
無
駄
を
排
除
し
、
基
金
の

計
画
的
な
運
用
を
行
い
、
村
債
を

抑
制
す
る
な
ど
、
将
来
世
代
に
過

度
な
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
財

政
規
律
に
配
慮
し
計
画
的
な
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　（
4
）
公
共
施
設
等
総
合
管
理

　
　
計
画
の
策
定

　

人
口
減
少
等
に
よ
り
税
等
の
増

加
が
見
込
ま
れ
な
い
厳
し
い
財
政

面
に
お
い
て
、
公
共
の
建
物
や
イ

ン
フ
ラ
資
産
の
管
理
や
修
繕
、
更

新
に
係
る
中
長
期
的
な
経
費
の
見

込
み
や
充
当
可
能
な
財
源
を
思
慮

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
為
、
公
共
施
設
等
の
現

状
や
課
題
を
調
査
・
分
析
し
、
公

共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

を
定
め
る
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
平
成
28
年
度
末
ま
で

に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

又
、
公
共
用
地
は
村
民
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
と
共
に
、
大
宜
味

村
の
施
策
を
進
め
て
い
く
う
え
で

も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
施
設
廃
止
後
に
お
け
る
効
率

的
・
効
果
的
な
跡
地
の
活
用
は
広

く
村
民
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
未
利
用
の
公
共
施
設
や
統
廃

合
後
の
学
校
の
跡
地
及
び
施
設
等

の
有
効
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
村
の
目
指
す
「
豊
か
な
自
然

が
生
み
出
す
活
力
あ
る
村
づ
く

り
」
の
基
本
は
、
産
業
の
振
興
で

あ
り
、
産
業
は
雇
用
と
定
住
及
び

地
域
活
力
を
生
み
出
す
基
盤
で
あ

る
と
考
え
、
平
成
28
年
度
は
、
農

林
水
産
業
発
展
の
基
礎
と
な
る
担

い
手
育
成
、
さ
ら
に
は
新
た
な
雇

用
の
創
出
な
ど
産
業
基
盤
の
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
1
）
農
業
の
振
興

　

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作

成
に
よ
り
地
域
の
担
い
手
に
な
る

生
産
者
を
認
定
し
、
そ
の
生
産
者

へ
農
地
の
集
積
や
支
援
事
業
を
行

い
農
業
所
得
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
肥
料
購
入
補
助
に
対

し
ま
し
て
は
、
広
く
村
民
の
地
産

地
消
を
推
進
す
る
上
か
ら
全
村
民

を
対
象
に
ひ
き
つ
づ
き
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

花
卉
栽
培
に
お
き
ま
し
て
は
、

喜
如
嘉
地
区
、
大
保
地
区
に
お
い

て
、
オ
ク
ラ
レ
ル
カ
や
フ
ト
イ
等

の
切
葉
の
拠
点
産
地
認
定
に
向
け

て
取
り
組
む
と
共
に
災
害
に
強
い

施
設
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
産
地
振
興
協
議
会

の
強
化
を
図
り
、
大
宜
味
村
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
振
興
戦
略
に
基
づ

き
、
安
定
生
産
、
販
売
促
進
等
産

財
政
運
営
の
健
全
化

に
つ
い
て

2

豊
か
な
自
然
が
生
み
出

す
活
力
あ
る
村
づ
く
り

3

ー
産
業
の
振
興
ー
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地
育
成
活
動
と
新
商
品
開
発
を
支

援
し
、
地
産
地
消
か
ら
県
内
外
へ

消
費
拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
特
産
品
加
工
施
設
の
運
営
に
つ

き
ま
し
て
は
、
加
工
場
の
機
能
高

度
化
の
推
進
を
図
り
、
更
な
る
商

品
の
開
発
と
販
路
開
拓
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
イ
ノ
シ
シ
柵
設
置
や
カ
ラ
ス

一
斉
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
捕
獲
活
動
を
行
い
農
作

物
へ
の
被
害
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携

し
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
農
地
の

集
積
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
農
道
等
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
事
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
土
地
改
良

地
区
等
の
再
整
備
に
向
け
て
地
域

及
び
地
権
者
と
の
協
議
を
進
め
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
林
業
の
振
興

　
林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
の
計
画
で
あ
り
ま
す
「
や

ん
ば
る
型
森
林
業
推
進
事
業
計

画
」・「
大
宜
味
村
森
林
整
備
計
画
」

及
び
「
長
寿
と
癒
し
の
森
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、
近
隣
市
町
村
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
然
に
配

慮
し
た
森
林
業
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
畜
産
の
振
興

　
畜
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
へ
の
防
疫
体
制
の
強
化
を
図

り
、
経
営
の
安
定
向
上
の
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
臭
や
家
畜
排
泄
物
の

適
正
処
理
の
指
導
を
県
と
連
携

し
、
周
辺
環
境
の
改
善
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
4
）
水
産
業
の
振
興

　
平
成
23
年
度
よ
り
着
手
し
て
お

り
ま
す
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
を

活
用
し
、
漁
港
用
地
の
舗
装
や
水

飲
み
場
及
び
休
憩
所
等
の
整
備
を

行
い
、
漁
民
の
就
労
改
善
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
産
物
供
給
基
盤
機
能

保
全
事
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
漁

港
等
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
養
殖
漁
業
に
つ
い
て
は
、
海
ブ

ド
ウ
・
シ
ャ
コ
ガ
イ
・
ウ
ニ
等
の

新
た
な
養
殖
技
術
の
普
及
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

（
5
）
商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第

一
次
産
業
と
製
造
加
工
業
の
連
携

を
強
化
し
、
農
水
産
物
の
加
工
特

産
品
の
開
発
に
努
め
ま
す
。
さ
ら

に
制
度
資
金
の
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
村
と
企
業
及
び
商
工
会
が
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
経
営
の
安
定

化
と
新
た
な
市
場
開
拓
を
行
う
こ

と
に
よ
り
各
事
業
者
の
発
展
及
び

地
域
の
振
興
に
つ
な
が
っ
て
行
く

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

村
内
に
は
工
房
を
構
え
る
工
芸
家

が
多
く
、
年
1
回
の
い
ぎ
み
て
ぃ

ぐ
ま
展
で
の
出
展
に
留
ま
ら
ず
、

村
外
へ
の
進
出
の
機
会
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、
工
芸
村
と
し
て
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、

雇
用
創
出
拡
大
に
加
え
、
優
れ
た
自

然
を
活
か
せ
る
企
業
誘
致
を
目
指

し
、
学
校
跡
地
の
利
活
用
を
検
討
し

な
が
ら
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
の
重
要
無
形
文
化
財
で
あ
る

喜
如
嘉
の
芭
蕉
布
を
県
内
外
に
発

信
す
る
と
共
に
伝
統
工
芸
を
継
承

し
産
業
や
観
光
振
興
に
資
す
る

為
、
各
分
野
と
の
連
携
体
制
構
築

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
芭
蕉
糸

の
手
績
み
を
は
じ
め
、
芭
蕉
布
を

生
産
で
き
る
人
材
の
養
成
を
図
り

多
世
代
が
協
働
し
た
地
場
産
業
の

振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

（
6
）
観
光
振
興

　
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
の
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
を
行

い
、
大
宜
味
型
体
験
滞
在
・
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
軸
に
、
観
光
商

品
の
企
画
開
発
や
隣
村
と
の
連
携

事
業
を
行
う
こ
と
で
ソ
フ
ト
面
の

強
化
を
図
り
、
両
者
を
推
進
す
る

こ
と
で
大
宜
味
村
の
魅
力
を
県
内

外
に
積
極
的
に
発
信
し
、
観
光
振

興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
現
在
、
や
ん
ば
る
地
域
が
奄
美
・

琉
球
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
に
選

定
さ
れ
、
そ
の
登
録
へ
む
け
た
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
に
は
国

立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
る
予
定

で
有
り
、
そ
れ
ら
に
伴
い
早
急
に

環
境
保
全
型
観
光
の
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て

き
た
タ
ー
滝
や
玉
辻
山
な
ど
の
観

光
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
も
官
民
協
働
に
よ
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体
構
想
」
を
作
成

し
、
各
観
光
拠
点
に
お
い
て
ル
ー

ル
の
制
定
や
監
視
を
行
い
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
地
域
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資
源
を
保
護
・
活
用
す
る
こ
と
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

人
々
が
憩
い
、
働
き
、
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
「
暮
ら
し
の
場
」
を
創

造
し
、
本
村
の
自
然
文
化
な
ど
の

地
域
資
源
を
活
か
し
、
世
界
自
然

遺
産
地
域
に
期
待
さ
れ
る
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
提
供
す
る
た

め
に
も
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る
推

進
体
制
の
整
備
、
観
光
ガ
イ
ド
を

兼
ね
た
観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
に
重
点
を
お
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
受
入
主
要
事
業
と
し
て
の

農
家
民
泊
事
業
の
受
入
が
平
成
24

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

初
年
度
1
,
6
9
2
人
だ
っ
た
農

家
民
泊
利
用
者
の
数
が
平
成
27
年

度
は
3,
0
2
8
人
と
2
倍
近
く

増
加
し
て
お
り
、
受
入
体
制
が
確

立
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
展

開
に
よ
り
、
さ
ら
に
来
訪
者
が
快

適
で
安
心
し
て
体
験
・
滞
在
が
行

え
る
よ
う
受
入
体
制
の
強
化
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
客
を
受
入
れ
る
拠
点
施
設

と
し
ま
し
て
長
寿
と
癒
し
の
森
整

備
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
計
画
が

進
展
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
長
寿
と
癒
し
の
森
が
目
指
す

基
本
的
な
考
え
に
基
づ
き
、
実
施

計
画
を
立
て
具
体
的
整
備
事
業
が

推
進
で
き
る
よ
う
施
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
案
内
機
能
の
充
実

と
村
内
特
産
品
・
農
産
物
等
の
販

売
促
進
対
策
を
図
る
た
め
道
の
駅

の
運
営
に
つ
い
て
移
転
を
含
め
た

整
備
計
画
の
検
討
、
さ
ら
に
観
光

関
連
施
設
と
し
て
の
学
校
跡
地
及

び
跡
施
設
の
活
用
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
1
）
健
康
福
祉
の
村
づ
く
り

　
　
の
推
進

　

長
寿
の
村
と
し
て
国
内
外
か
ら

注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
食
生
活
の
変

化
に
伴
い
、
若
年
・
壮
年
層
の
生

活
習
慣
病
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

長
寿
の
村
の
維
持
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
長
寿
復
活
を
目
指
す
た

め
に
、
若
年
・
壮
年
層
意
識
改
革

を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
特

定
健
診
受
診
率
の
向
上
と
、
特
定

保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
各
区
を

廻
り
食
生
活
改
善
、
健
康
相
談
等

を
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
名
桜

大
学
と
の
連
携
で
運
動
に
よ
る
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
医
療
費
の
抑

制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

20
代
30
代
の
婦
人
が
ん
検
診
の

受
診
率
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
低

い
状
態
に
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
各
区
に
お
け
る
引
き
こ

も
り
や
、
無
年
金
、
低
所
得
者
、

無
職
の
方
々
の
支
援
も
沖
縄
県
就

職
・
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

村
と
し
て
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
の
設
立
に
向
け
て
、
今

年
も
引
き
続
き
人
材
の
調
査
や
登

録
作
業
を
行
い
設
立
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
児
童
・
母
子
父
子
福
祉
の

　
　
充
実

　

子
ど
も
が
安
心
し
て
生
み
育
て

ら
れ
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
つ
く

る
為
に
、「
出
産
祝
金
」
を
過
疎

債
を
活
用
し
支
給
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
連
携

型｢

認
定
こ
ど
も
園｣

の
施
設
整
備

に
向
け
、
今
年
度
は
、
基
本
計
画

の
策
定
を
沖
縄
振
興
特
別
推
進
市

町
村
交
付
金
を
活
用
し
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県

子
ど
も
貧
困
緊
急
対
策
事
業
を
活

用
し
、
子
育
て
支
援
、
生
活
支
援

等
の
為
、
支
援
員
の
配
置
や
居
場

所
の
提
供
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
3
）
障
害
者
福
祉
の
充
実

　

今
年
は
、
第
3
期
大
宜
味
村
障

害
者
計
画
（
平
成
29
年
〜
平
成
35

年
）
の
策
定
の
年
で
あ
り
、
す
べ

て
の
住
民
が
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
主
体
的
に
生
活
し
て
い
く

た
め
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
供
給

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
北
部
自
立
支
援

協
議
会
と
連
携
し
「
大
宜
味
村
子

ど
も
療
育
部
会
」
や
、「
大
宜
味

村
就
労
支
援
部
会
」
を
立
ち
上
げ

る
為
に
勉
強
会
を
開
催
し
な
が
ら

支
援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
4
）
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
平

成
28
年
よ
り
「
総
合
事
業
」
が
始

ま
り
ま
す
。
村
が
主
体
的
に
な
り
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
住
民
が

参
画
し
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

す
る
こ
と
に
よ
り｢

地
域
の
支
え

合
い
体
制
づ
く
り｣

を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

村
民
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

健
康
で
、
互
い
に
助
け
合
い
、
支

え
あ
う
ユ
イ
マ
ー
ル
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
住
民
主
体
の｢

大
宜

味
村
協
議
体｣

を
立
ち
上
げ
、
福

祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
ユ
イ
マ
ー
ル
ネ
ッ
ト

健
康
長
寿
と
子
育
て
・
弱
者
を

支
え
る「
結
い
」の
村
づ
く
り

4
ー
保
険
・
福
祉
の
充
実
ー
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ワ
ー
ク
事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
居
場
所
づ
く
り
及
び
買

い
物
支
援
事
業
を
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
施
設
整
備
に
お
き
ま

し
て
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
（
認
知
症
対
応
）
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
1
）
学
校
教
育
の
振
興

　
学
校
教
育
で
は
、
学
力
向
上
推

進
要
項
「
く
が
に
ー
プ
ラ
ン
〜
夢

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
」
人
材
を
以

て
資
源
と
為
す
を
指
標
と
し
て
、

幼
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
「
学
ぶ

意
欲
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
）」
を

向
上
さ
せ
、
自
己
実
現
（
自
立
）

へ
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
標
に

学
校
に
お
い
て
具
体
的
取
り
組
み

を
展
開
す
る
。
重
点
方
針
に
「
確

か
な
学
力
」
の
向
上
・「
わ
か
る

授
業
」
の
構
築
・「
目
標
管
理
型

評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
・「
学
校
、

家
庭
、
地
域
及
び
教
育
委
員
会
相

互
」
の
連
携
・「
人
材
育
成
の
観
点
」

か
ら
の
学
力
向
上
、
子
ど
も
一
人

一
人
の
「
意
欲
を
育
て
、
個
性
を

伸
ば
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
活
動
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
大
宜
味
村
立
学
校
適

正
化
総
合
基
本
計
画
を
基
に
平
成

28
年
4
月
に
は
、
小
学
校
統
合
・

中
学
校
移
転
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
施
設
の
一
部
プ
ー
ル
整
備
及
び

中
学
校
の
解
体
事
業
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
継
続
事
業
と
し
、
よ
り

良
い
学
校
環
境
づ
く
り
の
実
現
に

取
組
で
ま
い
り
ま
す
。

　
小
学
校
の
移
転
に
よ
り
、
幼
稚

園
が
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

老
朽
化
し
た
保
育
所
と
の
連
携
事

業
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
学
校
跡
地
利
用
に
向
け

施
設
等
の
有
効
利
用
の
検
討
を
行

い
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
一
括
交

付
金
を
活
用
し
た
学
習
支
援
員
配

置
事
業
を
継
続
し
学
校
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
学
力
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
琉
球
大
学
教
育
学
部

と
の
連
携
に
よ
り
村
内
の
子
供
た

ち
の
学
び
を
支
援
し
「
な
り
た
い

自
分
探
し
」
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
生
涯
学
習
の
振
興

　
一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
生
涯

学
習
支
援
事
業
で
生
涯
学
習
支
援

員
を
継
続
配
置
し
各
社
会
教
育
団

体
の
生
涯
学
習
活
動
及
び
青
少
年

の
学
校
外
活
動
に
お
け
る
学
習
機

会
を
「
わ
ん
ぱ
く
体
験
団
」
の
事

業
と
の
連
携
に
よ
り
、
豊
か
な
自

然
が
生
み
出
す
活
力
の
あ
る
た
く

ま
し
い
児
童
生
徒
の
育
成
が
で
き

る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
対
象
の
講
座

を
さ
ら
に
拡
大
し
、
大
人
向
け
の

講
座
も
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
人
材
バ
ン
ク
整
備
に
つ
い
て

は
、
村
内
の
人
材
の
活
用
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
専
門
知
識

や
経
験
、
技
能
な
ど
学
校
教
育
や

社
会
教
育
に
活
用
で
き
る
よ
う
整

理
し
教
育
・
歴
史
文
化
の
輝
く
健

康
長
寿
村
の
構
築
に
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
昨
年
実
現
で
き
な

か
っ
た
体
験
学
習
、
子
供
議
会
の

開
催
に
取
組
み
ま
す
。

　
そ
の
他
、
青
年
会
・
婦
人
会
な

ど
の
各
種
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
体
験
の
翼
事
業
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継

続
し
つ
つ
今
後
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
見
直
し
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
事
業
の
継
続
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
3
）
地
域
文
化
の
振
興

　
地
域
資
源
文
化
財
を
活
か
し
た

貴
重
な
歴
史
民
俗
資
料
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
根
謝

銘
グ
ス
ク
の
発
掘
調
査
に
つ
い

て
、
学
芸
員
の
確
保
に
目
途
が
立

ち
国
庫
補
助
事
業
で
の
事
業
採
択

に
努
め
、
遺
跡
発
掘
に
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
俗
資
料
の
保
存
展
示

等
に
も
力
を
入
れ
学
校
跡
地
を
有

効
活
用
し
歴
史
に
学
び
人
を
育
む

村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
そ
の
他
、
引
き
続
き
文
化
協
会

設
立
に
向
け
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

（
4
）
村
史
編
纂
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
に
は
、
一
括
交
付

金
を
活
用
し
、
新
村
史
編
纂
基
本

計
画
に
基
づ
き
、｢

大
宜
味
村
の
戦

争
聞
き
取
り
証
言
集
」
の
発
刊
、

八
重
山
移
民
調
査
、
平
成
27
年
度

に
は
、「
シ
マ
ジ
マ
本
編
」
の
発

刊
と
字
誌
編
纂
支
援
講
座
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、「
移
民
・

出
稼
ぎ
編
」
の
発
刊
と
「
民
俗
・

こ
と
ば
」、「
人
と
自
然
」、「
写
真

集
」、「
通
史
」
等
の
発
行
計
画
に

歴
史
に
学
び
人
を
育
む

文
化
の
村
づ
く
り

5
ー
教
育
・
文
化
の
振
興
ー
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基
づ
き
資
料
収
集
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

（
1
）
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
、
大

川
川
の
推
進
策
定
計
画
等
を
基
に

本
年
度
か
ら
山
原
ら
し
い
癒
や
さ

れ
る
河
川
の
再
生
と
治
水
安
全
度

の
向
上
や
観
光
に
リ
ン
ク
し
た
河

川
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
一
括
交
付
金

を
活
用
し
た
、
大
宜
味
地
区
の
安

心
・
安
全
な
生
活
道
路
の
減
災
対

策
及
び
景
観
の
向
上
を
目
的
に
危

険
箇
所
周
辺
の
生
い
茂
っ
た
雑
木

や
高
木
の
伐
採
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
長
寿

命
化
計
画
が
5
年
を
経
過
し
た
こ

と
に
伴
い
、
2
回
目
と
な
る
点
検

業
務
を
行
い
、
以
前
の
修
繕
計
画

と
照
ら
し
合
せ
て
、
修
繕
や
架
替

等
の
優
先
順
位
を
決
め
、
道
路
橋

の
予
防
的
な
修
繕
及
び
架
替
え
を

行
い
ま
す
。

　
道
路
の
総
点
検
結
果
を
踏
ま

え
、
老
朽
化
が
著
し
い
箇
所
や
危

険
箇
所
の
補
助
事
業
で
の
採
択
を

早
め
に
実
施
し
て
い
く
よ
う
に
取

組
み
、
先
立
て
て
村
道
饒
波
石
山

線
道
路
改
良
事
業
が
平
成
29
年
度

に
事
業
採
択
出
来
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

昭
和
56
年
〜
62
年
度
に
整
備
さ
れ

た
送
・
配
水
管
や
昭
和
62
年
〜
平

成
12
年
度
に
整
備
さ
れ
た
配
水
池

や
ポ
ン
プ
場
の
機
械
電
気
計
装
設

備
等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
更
新
を

行
い
地
域
住
民
に
安
全
で
良
質
な

水
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
2
）
生
活
環
境

　
国
立
公
園
指
定
及
び
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
向
け
て
取
り
込
ん
で

い
る
中
、
地
域
住
民
や
観
光
客
の

安
全
確
保
や
貴
重
な
野
生
生
物
の

保
護
を
図
る
た
め
、
野
良
犬
、
野

良
猫
、
ハ
ブ
対
策
と
し
て
環
境
保

全
の
作
業
員
に
よ
る
捕
獲
器
の
設

置
、
回
収
を
行
い
生
活
環
境
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
つ
き
ま
し
て

も
重
点
的
に
取
り
込
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
3
）
消
防
・
防
災
の
推
進

　
3
・
11
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
度
に
沖
縄

県
防
災
計
画
が
修
正
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
準
じ
、
大
宜
味
村
地

域
防
災
計
画
を
見
直
し
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
認

識
の
下
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に

防
災
活
動
を
行
う
た
め
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
結
の
浜
地
区
の
避
難
路
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
括
交
付
金
を
活
用

し
現
在
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
消
火
栓
設
置
、
防
犯
灯
に
つ

き
ま
し
て
も
、
補
助
事
業
で
の
検

討
を
し
な
が
ら
整
備
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
4
）
情
報
通
信
の
整
備

　
北
部
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
と
連
携
し
、
情
報
通
信
の
高
速

化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
民
間
普

及
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
5
）
結
の
浜
の
整
備
推
進

　
結
の
浜
に
お
き
ま
し
て
は
、
土

地
利
用
計
画
の
一
部
の
計
画
は
実

施
さ
れ
、
来
る
4
月
に
は
村
立
小

学
校
及
び
中
学
校
の
開
校
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
に

お
け
る
商
業
施
設
や
賃
貸
共
同
住

宅
の
事
業
が
進
展
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共

施
設
等
跡
利
用
と
事
業
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
計
画
を
行
い
、
村

民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
住
み
よ
い
村

づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
6
）
移
住
・
定
住
の
促
進

　
引
き
続
き
、
結
の
浜
分
譲
宅
地

の
販
売
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

都
市
地
域
か
ら
本
村
に
移
住
し
、

地
域
協
力
活
動
に
従
事
す
る
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
募
集
し
、

利
用
可
能
な
空
き
家
調
査
、
移
住

希
望
者
と
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
等
、
移
住
・
定
住
希
望
者
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
環
境

整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
28
年
度
の
施
政
方

針
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
、
向
こ
う
10
年
の
本

村
の
将
来
像
を
描
き
出
し
、
地
域

造
り
の
基
本
理
念
と
基
本
目
標
を

示
す
「
大
宜
味
村
第
5
次
総
合
計

画
」
の
本
議
会
へ
の
提
案
も
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
度
当
初

よ
り
の
ス
タ
ー
ト
が
か
な
わ
な

く
、
一
日
も
早
く
「
大
宜
味
村
第

5
次
総
合
計
画
」
の
基
本
理
念
と

基
本
目
標
を
定
め
、
村
政
運
営
に

反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
日
、
申
し
上
げ
た
施
策
を
進

め
、
大
宜
味
村
の
特
性
を
生
か
し

た
村
づ
く
り
を
基
本
に
若
い
世
代

を
含
め
た
多
く
の
方
々
が
「
大
宜

味
村
に
住
み
た
い
」
と
思
え
る
村

づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各

位
と
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
平
成
28
年
3
月
10
日

　
　
　
大
宜
味
村
長

　
　
　
宮 

城
　
功 

光

む
す
び
に

安
全
・
安
心
な
住
み

よ
い
村
づ
く
り

6
ー
生
活
環
境
の
整
備
ー



　1月31日、大宜味小学校で閉校式典と懇親会が開催され、県内外から約400名余の同窓生や保護

者、旧職員、地域の皆さんが参加しました。式典では、児童を代表して、6年生4名が｢校歌｣について

調べたことを発表し、参加者全員で校歌に込められた思いについて、再認識しました。体育館から少

し離れた「つどい室」では、特設の写真展が行われ、卒業年度ごとの集合写真や昔の校舎の他、当時

の行事スナップなどを懐かしく見入って思い出を語る姿が多く見られました。その様子は、各々が閉

校を惜しみつつ、小学校の思い出をそれぞれの心に刻んでいるようでした。懇親会では、久しぶりの

再会に、思い出話はつきることなく、あっという間に時間が過ぎ、最後には、伝統ある校歌ダンスを

全員で踊り、校長先生による直れの合図、「ポン」で締めくくりました。　　　

　本校は、133年の歴史に幕を閉じ、3月で閉校となりますが、新設大宜味小学校でも｢本校で学んだ

ことを誇りに力強く歩んでほしい｣と多くの皆様から励ましの言葉がありました。閉校準備委員長の金

城祥一郎先生はじめ、多くの関係者の熱い思いのおかげで、無事閉校式を終えることができました。

児童会代表による発表 「つどい室」での写真展 全員で校歌ダンス

　1月31日、津波小学校体育館にて閉校式典が開催されました。式典では、児童や保護者の他、地域

住民、村関係者など約300人の参加があり、来賓あいさつや感謝状贈呈などが行われました。感謝

状贈呈では、毎朝正門で子ども達の見守り活動などを行った19名の方達へ、感謝状が贈られました。

その後、全児童19名による群読では、「先輩方が築いてきた立派な伝統と校風たくさんの学びとか

けがえない思い出を胸に私たちは、新しい学校へ旅立ちます。ありがとう津波小学校、大好きな津波

小学校。」と学び舎への感謝の思いが告げられました。さらに、式典の最後には、児童と昔若むぬ会

による三線と斉唱「サラバ津波小（てぃんさぐの花）」は閉校となる学校への思いが詰められた歌とな

っていました。

　1910年（明治34年）の創立以来、105年の時を刻んできた同小学校の歴史は、保護者や地域、同

窓生のご支援とご協力があったからです。そして、今回も地域の方々の協力があり、小さな学校の大

きな式典として、無事終了することができました。

会場の様子 全児童による群読 サラバ津波小（てぃんさぐの花）

学舎とのお別れ ～閉校式典～
大 宜 味 小 学 校

津 波 小 学 校
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　2月7日、喜如嘉小学校にて、閉校式典・お別れ会（懇親会）が開催されました。式典では、1期～70

期生や関係者など、県内外から懐かしい面々が410名余り集まりました。感謝状贈呈では、歴代校長

やＰＴＡ会長に加え、学習支援の先生方や読み聞かせボランティアなど約50名が表彰されました。 

また、会場後方には長年倉庫に眠っていた30～40年前のＰＴＡ新聞や学校通信の他、卒業文集、ア

ルバム等が展示され、熱心に幼い頃の写真や作品を閲覧する方々が多く見られました。

　お別れ会（懇親会）の1部（体育館）では、かぎやで風や歌・三線、各区の余興が披露されました。第

2部（運動場）では、大きく燃えさかるたいまつの下、エイサーや獅子舞の後、会場全員で校歌ダン

ス・夕日（ギンギンギラギラ）を踊り、会を終えました。最後に同窓生代表として大嶺惇雄さんからは

「苦労してつくった喜如嘉校だが、閉校は時代の流れであり、新しい学校で子ども達にはさらに未来

を切り開く者として頑張ってもらいたい。」と挨拶した。

思い出のアルバムを閲覧 喜如嘉伝統の獅子舞 集合写真

　2月7日、塩屋小学校体育館において「閉校式典」と「塩屋小の思い出を語る会（1部・2部）」が開催

されました。式典は、国頭事務所長や大宜味村長をはじめとする来賓の方々の他、卒業生や関係者各

位、総勢約600名の参加のもと厳かに行われ、始めに111年の歴史を振り返る沿革史の報告がありま

した。その後、学校関係者や来賓の方々によるあいさつの他、創立100周年以降の表彰者授賞、校旗

返納が行われました。続いて行われた「思い出を語る会（1部）」では、塩屋小三線部による幕開けの

演奏を皮切りに、全校児童による合唱や高学年の合奏が披露され、舞踊、地揺など多くの方々による

余興があり、全員での校歌大合唱で1部を締めくくりました。2部でも数々の余興やあいさつがあり、

運動場にて行われたフィナーレでは、イルミネーション点灯と111発の打ち上げ花火が校舎を照らし

ました。参加者の中から「塩屋小学校が閉校になることは本当に寂しいことだが、このように盛大に

閉校式を迎えることができて感激です。」と感謝の声がありました。

校歌斉唱 踊り 打ち上げ花火

100年の歴史と思い出詰まった

塩 屋 小 学 校

喜 如 嘉 小 学 校
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　平成28年度も、下記のとおり高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の費用助成
を行いますのでお知らせいたします。

　また、予防接種時に満65歳に達している方で、上記定期

接種の対象外の方は、全額を自己負担後、4,000円（生活保護

受給者は全額）を助成いたしますので、右記をご確認のうえ

役場で申請をお願いいたします。

対 象 者：予防接種を受ける日において大宜味村に住所を有する方で、過去に23価

　　　　肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたことがなく、次の①か②または③

　　　　に該当する方。

　
① 平成28年度中に、65・70・75・80・85・90・95・100歳となる方で、自ら接種を希

　 望する方。

② 101歳以上の方で、自ら接種を希望する方。

③ 60歳以上65歳未満の方であって、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺

　 の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する方及びヒト免疫不全

　 ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有す

　 る方で、自ら接種を希望する方。

お問い合わせ先　住民福祉課　☎0980-44-3003

期　　間：平成28年4月1日～平成29年3月31日

村負担額：4,000円（生活保護受給者は全額）

※各自で、医療機関へ事前に予約をお願いします。

必要なもの：予防接種の領収書、
　　　　　 本人名義の通帳及び認印

申 請 期 限：平成29年3月31日

【お問い合せ先】大宜味村役場　住民福祉課
　　　　　　　福祉係　TEL：0980-44-3003

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の費用助成について高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の費用助成について

TEL 0980-44-3002
お問い合せ先　大宜味村役場  財務課  税務係　　

平成28年度
固定資産の価格の縦覧について

【縦覧期間】
平成28年４月１日～５月２日  ※開庁日に限る
 

【縦覧場所】
大宜味村役場　財務課
 

【縦覧できる方】
・固定資産税の納税義務者
・納税管理人（本村に納税管理人として登録され
ている方に限ります）
・代理人（納税義務者からの委任状が必要です。
法人の場合は代表者が縦覧する場合でも代表
者印がある委任状が必要となります。）
・相続人（戸籍謄本等の相続関係がわかる書類が
必要となります。本村に本籍を有する方は必要
ありません。）　

　縦覧とは、大宜味村に固定資産を有する納税者

の方が自己の土地・家屋を他の土地・家屋と比較

し、価格が適正かどうかを確認することのできる

制度です。

※上記のいずれの場合も、縦覧する方は運転免許
　証等の本人確認ができるものをお持ち下さい。

①出産日において本村に住所を有する期間が現に１年
を経過している方又は、出産日に村内に住所を有し
１年を経過した方
②申請者及び生計を一にする世帯の構成員にかかる村
税、国民健康保険税、保育料、幼稚園入園料及び授業
料、給食費、水道料、村営住宅使用料、その他村の徴収
する利用料及び負担金等に滞納がない方
支給する祝金の額は、
(1) 第 １ 子 目： ５万円
(2) 第 ２ 子 目： ７万円
(3) 第３子目以降：10万円　となっています。

その他規定もありますので、詳しくは下記までお問い合わせ
下さい。

大宜味村大宜味村
　平成28年４月１日より大宜味村出産祝金に関する条
例が新たに制定されます！
（＊平成28年４月１日以降の出生児より対象になります！）
　この制度は大宜味村に住所を有する方で、出産をした
方に対して出産祝金（以下、「祝金」という。）を交付する
ことにより、人口の増加を促進し、もって村民福祉の向
上に資することを目的とします。
　祝金の交付を受けることができる方は、出生児（死産
を除く。）を本村に住所登録した方で、引き続き村内に住
所を有する方のうち次のいずれの要件を満たす方に交
付します。

　平成28年４月１日より大宜味村出産祝金に関する条
例が新たに制定されます！
（＊平成28年４月１日以降の出生児より対象になります！）
　この制度は大宜味村に住所を有する方で、出産をした
方に対して出産祝金（以下、「祝金」という。）を交付する
ことにより、人口の増加を促進し、もって村民福祉の向
上に資することを目的とします。
　祝金の交付を受けることができる方は、出生児（死産
を除く。）を本村に住所登録した方で、引き続き村内に住
所を有する方のうち次のいずれの要件を満たす方に交
付します。

出産祝金
に関するお知らせ出産祝金
に関するお知らせ



平成28年 経済センサス－活動調査平成28年 経済センサス－活動調査
　総務省と経済産業省は、平成28年6月1日を調査の期日として平成

28年経済センサス－活動調査を実施します。

　皆様の調査へのご理解・ご回答をよろしくお願いします。

　調査員が5月中旬より各事業所を訪問し、5月末日までに調査票等を

お届けしますので、6月1日以降に提出をお願いします。

　調査票に記入して頂いた内容は、統計法に定められている利用目的

以外（例えば徴税資料など）に使用することは絶対にありませんので、

安心してご提出ください。

　また、経済センサス－活動調査を装った不審な訪問者や不審な電

話・電子メールなどにご注意ください。

　調査員は必ず調査員証を身につけておりますのでご確認ください。

大宜味村一般廃棄物
処理許可業者の紹介について

大宜味村一般廃棄物
処理許可業者の紹介について

　現在、粗大ごみに関しては個人搬入、又は村
が許可を出した業者に有料で依頼しています。

会  社  名：有限会社　北環　
住　　所：国頭村字与那81番地
電話番号：0980-41-3059
許可期限：平成28年４月１日～
　　　　 平成30年３月31日まで

【お問い合せ先】 大宜味村役場  企画観光課  TEL：0980-44-3007

【大宜味村一般廃棄物処理許可業者】

大宜味村役場  建設環境課  TEL：0980-44-3280
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大宜味村カレンダー大宜味村カレンダーApril    May
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4月1日～5月10日
金
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木

金
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火

水

木

金
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日

月

火

44月月

※このカレンダーは予定ですので、都合により変更されることがあります。各業務については電話等で確認してください。

5月 May
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水
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月
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男　1,640人 （－3）
女　1,517人 （　０）
計　3,157人 （－3）

世帯数 1,647世帯数（＋1）
出  産　3人　  転  入　7人
死  亡　5人　  転  出　8人

※注（　）内数は対前月比

2月末現在

村の人口村の人口

◆区長会  ◆村学校職員辞令交付式  ◆村体育協会評議員会

清明（シーミー）　

◆春の交通安全運動出発式
◆第１学期始業式・新任式　◆大宜味中学校入学式
◆大宜味小学校入学式　◆第13回いぎみてぃぐま展～10日

◆大宜味幼稚園入園式
◆喜如嘉保育所オリエンテーション
◆母子会定期総会
◆塩屋保育所オリエンテーション
◆鯉のぼり掲揚式　◆民児協定期総会

◆第38回塩屋湾一周トリムマラソン大会
振替休日（大中）
◆全国学力学習状況調査

◆法律・行政合同相談所開設　◆乳幼児健診
◆村婦人会定期総会

◆春の遠足（大幼・大小）
昭和の日

◆区長会  ◆大小・大中PTSA総会・新任職員歓迎会
憲法記念日
みどりの日
こどもの日
◆村長一日民生委員の日

◆村体育協会野球大会①

平成28年 
大宜味村むらづくり大宜味村むらづくり

応援寄附
１歳の誕生日の子供（4月生まれ）

（タンカー祝い）

世界にたったひとつのスマイル！！

か  ほ

（平成27年4月2日生）

平良　日涉ちゃん（白浜）

2月分 累計（1～2月）

件数

金額

31件

645,000円

55件

1,120,000円

県内外より本村にご寄付頂き心より
感謝申し上げます。

◆学校説明会・施設見学会　
◆大宜味小学校開校・大宜味中学校移転式典、落成祝賀会

【お問い合せ先】　



■編集・発行 大宜味村役場企画観光課　〒905-1392 大宜味村字大兼久157番地　☎0980-44-3007　FAX 0980-44-3029

村内村内

村の学校教育の草分けー　大宜味小学校村の学校教育の草分けー　大宜味小学校

県民クラシックコンサート in 大宜味村県民クラシックコンサート in 大宜味村
　3月3日、大宜
味中学校体育館
にて、琉球フィ
ルハーモニック 
チェンバーオー
ケストラ“イオ"
による「県民ク
ラシックコン
サート2016 大
宜味村」が開催

されました。本コンサートは県民の皆様へオーケストラをより
身近に感じていただくことをコンセプトに開催しています。約
300名余りの観客は、クラシックの名曲から今年話題の映画
音楽まで、フルオーケストラを静かに聞き入っていました。ま
た、普段体験できない「指揮者体験」や村内小・中学校の校歌メ
ドレー演奏、サプライズとして、ソプラノ歌手とのセッション
による、新大宜味小学校の校歌が披露されました。

ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策
　北部国道事務所は、
平成27年8月16日、
国道58号大宜味村喜
如嘉にて、ウミガメが
道路に侵入し車に轢か
れた事故を受け、再発
防止のため、国頭村か
ら大宜味村の国道58
号において、ウミガメ
の道路侵入防止対策を

実施しました。対策として、各歩道と海岸の間に、ウミガメ（親ガ
メ）が通り抜けることができない間隔（約40cm程度）でソフト
ポールを設置しました。そして、「道の駅おおぎみ」付近では、ネッ
トと植栽を施しました。北部国道事務所では、やんばるの生き物た
ちを守る道づくりとして、これまでも小動物等のロードキル（道路
による影響で野生動物が死亡すること）対策を行っています。ロー
ドキル再発防止と、道路利用者の安全性向上の取り組みとして実
施していますので、ご理解とご協力の程、宜しくお願いします。
※ソフトポールは、地域行事や災害時の対応に支障とならない様、着脱式としています。
【問い合わせ先】沖縄総合事務局  北部国道事務所  調査課
　　　　　　　TEL:0980-52-4350（代表）

ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策

36年間の感謝を込めて海染めの地で最後の卒業式36年間の感謝を込めて海染めの地で最後の卒業式
　大宜味中学校3年
生の言葉「ありがとう 
そして さようなら 飛
翔!!輝く未来へ!!」の
もと、第36回卒業式
が行われました。石川
清一校長は「ここ『海
染めの地』での卒業と
いうことに、大きな自

身と誇りを持ち、大きな志を持って、これからも前進していっ
て下さい。」と式辞を述べ、新しい門出を激励しました。卒業生
36名（内男子14名、女子22名）は、後輩や保護者の祝福を受
け、新たな生活への希望を胸に、思い出の詰まった学び舎を巣
立ちました。卒業生を代表して稲福蓮音さんは「周りの人の感
謝を忘れずに、何事にもひたむきに挑戦していきたいです。」と
力強い言葉を残しました。今年4月からは結の浜（字塩屋）の新
校舎へと移転し、現校舎での卒業式は今回が最後となります。

沖縄国際映画祭のグランプリを目指して沖縄国際映画祭のグランプリを目指して
　3月9日、吉本興
業株式会社の大崎
洋社長と芸人の宮
川たま子さんが沖
縄国際映画祭の「お
おぎみ応援団長（宮
城功光村長）」を表
敬訪問しました。
「島ぜんぶでおーき
な祭（第8回沖縄国

際映画祭）」は4月21日から開催され、同イベント内でレッド
カーペットを歩くことが予定されています。沖縄国際映画祭実
行委員会のバックアップ（芸人・機材・撮影など）で制作された、
大宜味村のJIMOT CMは4月上旬頃まで、WEB投票による一
般最終審査が行われます。当イベントの沖縄41市町村の中か
ら1作品がグランプリに選ばれ、選ばれた作品は地上波番組で
の放映が行われますので、皆さんの応援宜しくお願いします。

ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策ウミガメの道路侵入防止対策

昭和47年頃昭和47年頃
現在の様子現在の様子

大宜味に移転したあと（S14以
降）

大宜味に移転したあと（S14以
降）

塩屋にあった頃
（M28以降・現在の沖縄電力敷地）

塩屋にあった頃
（M28以降・現在の沖縄電力敷地）
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学
校
、大
宜
味
小
学
校
と
変
わ
り
現
在
に
至
る
。児

童
数
は
、終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
三
年
五
三
六
名
、昭

和
三
十
六
年
二
三
六
名
、
昭
和

五
十
一
年
六
十
四
名
、平
成
二

十
七
年
三
三
名
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
、
四
〇
〇
〇
人
余
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
平
成
二
十
八

年
三
月
で
一
三
三
年
の
歴
史

を
閉
じ
る
。


